
物忘れが多

いと感じる

物忘れ多い

と感じない

全体 41.0% 54.6%

外出を控えて

いる
48.3% 46.6%

外出を控えて

いない
37.6% 58.4%

外出控えと物忘れ

※区の介護予防ニーズ調査より

現状 減便 3月～

さくら（左回り） 31便 ▲9便 22便

さくら（右回り） 22便 ▲16便 9便

汐入さくら（東口発） 37便 ▲9便 28便

汐入さくら（西口発） 37便 ▲10便 27便

コミバス「さくら」「汐入さくら」の減便

№８８８ ２０２４年１月２８日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所

荒川区町屋５－３－５

℡&fax ３８９５－０５０４

来
年
度
か
ら
の
高
齢
者
の
介

護
・
福
祉
そ
し
て
介
護
保
険
料

な
ど
決
め
る
荒
川
区
第
９
期
高

齢
者
プ
ラ
ン
の
策
定
が
最
終
段

階
で
す
。
「
保
険
料
が
ど
う
な

る
か
」
み
な
さ
ん
大
変
に
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
元
気

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
介
護
・
高
齢
者
福
祉

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
区
は
、
プ
ラ
ン
の

基
本
方
針
と
し
て
①
高
齢
者
の

社
会
参
加
の
促
進
と
地
域
共
生

社
会
実
現
②
介
護
予
防
と
健
康

づ
く
り
③
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
④
住
ま
い
の
確
保
⑤
在
宅
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
の
５

点
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
「
社
会
参
加
」
と

介
護
予
防
の
取
り
組
み
は
極
め

て
重
要
で
す
。
外
出
が
減
る
と

運
動
機
能
の
低
下
と
と
も
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機

会
も
少
な
く
な
り
、
脳
の
老
化

や
老
人
性
う
つ
な
ど
を
発
症
す

る
可
能
性
も
高
ま
り
ま
す
。
区

の
介
護
予
防
ニ
ー
ズ
調
査
で
も

外
出
機
会
が
減
る
と
「
物
忘
れ
」

な
ど
認
知
機
能
の
低
下
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
（
上
表
）
。

国
土
交
通
省
の
「
高
齢
者
の

生
活
・
外
出
特
性
」
で
は
、
外

出
の
障
害
は
、
段
差
・
歩
道
の

未
整
備
と
と
も
に
、
バ
ス
電
車

な
ど
公
共
交
通
期
間
が
利
用
し

に
く
い
・
未
整
備
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
（
左
囲
み
）
。

区
は
、
町
屋
さ
く
ら
廃
止
に

あ
た
っ
て
「
今
後
は
高
齢
者
、

障
害
者
な
ど
福
祉
目
的
の
移
動

手
段
の
検
討
」
と
言
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
９
０
０
万
円
か

け
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実

験
。
し
か
し
利
用
実
態
は
、
１

日
１
人
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

本
気
で
高
齢
者
、
障
害
者
の

移
動
支
援
を
考
え
た
の
で
し
ょ

う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

拡
大
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

定例法律相談
２月５日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

気
候
危
機
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
よ
る
環
境
破
壊
が
い
わ
れ

る
中
、
化
石
燃
料
由
来
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
の
生
産
と
使
用
を

減
ら
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
は
そ

う
な
り
ま
せ
ん
。
燃
や
す
、
埋

め
る
で
な
く
最
低
限
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
回
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
以
前

か
ら
廃
プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

た
め
の
分
別
回
収
を
求
め
て
来

ま
し
た
。
先
に
町
屋
５
・
６
丁

目
な
ど
１
２
０
０
戸
の
集
合
住

宅
で
始
ま
り
、
昨
年
10
月
か
ら

町
屋
２
３
４
丁
目
で
実
施
（
毎

週
木
曜
日
）
。
担
当
課
に
聞
い

て
み
る
と
、
回
収
量
は
毎
月
増

え
て
い
る
が
、
回
収
時
間
（
８

時
ま
で
に
出
す
）
に
間
に
合
わ

な
い
「
後
出
し
」
、
小
規
模
集

合
住
宅
な
ど
の
ス
ト
ッ
カ
ー
に

無
分
別
の
場
合
も
あ
る
よ
う
で

す
。
全
区
展
開
す
る
た
め
の
課

題
で
す
。

横
山
幸
次

1月26日、荒川区の地域公共交通

会議が開催され、京成バスから「コ

ミュニティバスさくら・汐入さくら」

の大幅減便（下表参照）の申入れに

ついて議論されました（区は申入れを受入）。京成バ

スは、減便理由について①運転手不足に加え、労働時

間などの基準改正②公共交通事業者とはいえ、限られ

た運転手であり営利企業として利幅のある観光バスに

回したい…不採算路線運行は縮小せざるを得ないなど

としています。想像するに町屋さくら廃止の時と同じ

ように京成バスは、赤字の補てんの話をしたのではな

いでしょうか。恐らく減便しても黒字になるわけでは

なく、ますます利用者減という悪循環に陥る可能性が

あります。荒川区は、「赤字補てんしない」に固執し

ています。移動手段がなくなることがどれだけ住民に

とって大変なことか、区は利用者の立場で考えるべき

です。移

動を保障

するため、

赤字補て

んを求め

ます。

「高齢者の生活・外出特性について」（国土交通省）抜粋

高齢者の歩行可能距離
▽無理なく休まずに歩ける距離が100ｍまでとする人が

高齢者の１割、75歳以上は17％。

▽別調査では、自宅から駅やバス停までの許容距離と

して５分未満の数値を挙げる人が２割。

⇒高齢者の徒歩可能距離を考慮した、交通モード導入

やバス停配置検討等が必要

高齢者が外出することのできる環境整備の必要
▽高齢者の外出時の障害として、段差や傾斜・歩道の

狭さといった環境を指摘する人が最多。

•▽また、休憩場所やトイレの不足、分かりづらい表示を

指摘する声も散見。

⇒公共交通機関における利便性への指摘も踏まえ、更

なる環境整備に取り組む必要

※この調査では、高齢者の場合、外出の手段として「バ

ス」の利用率が高いという結果になっている。



健康診査実施期間

千代田区 6 /15 ～2 /2 9

江東区 6 /2 1～2 /2 0

文京区 6 /15 ～1/3 1

目黒区 6 /1～11/3 0

大田区 6 /1～3 /3 1

中野区 6 /1～2 /2 9

杉並区 6 /1～2 /1 5

北区 6 /1～1/3 1

板橋区 6 /1～11/3 0

港区 7 /1～11/3 0

世田谷区 5 ・6 月受診券発送～3 /3 1

足立区 受診券到着時～1/3 1

中央区
5 /1～9 /3 0（4 ～7月生）
7 /1～11/3 0 （8 ～11月生）
9 /1～1/3 1（12 ～3）

渋谷区

5 /1～8 /3 1(4 ～7月生)
8 /1～11/3 0  ( 8 ～11月
生)　11/1～2 /2 9 ( 1 2 ～3
月生)

各区の健康診査　実施期間

台東区
6 /1～9 /3 0 （4 月～8月生）
8 /1～11/3 0 （9 ～12 月生）
10 /1～1/3 1（1～3月生）

練馬区
5 /1～9 /3 0（4 ～7月生）
6 /1～10 /3 1（8 ～11月生）
7 /1～11/3 0 （12 ～3 月生）

荒
川
区
は
、
６
年
間
の
「
健

康
増
進
計
画
」
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

荒
川
区
民
の
平
均
寿
命
は
？

荒
川
区
の
平
均
寿
命
は
、
最

新
値
で
男
性
が
80
．
６
歳
（
特

別
区
20
位
）
、
女
性
が
87
．
３

歳
（
特
別
区
19
位
）
。
男
女
と

も
全
国
・
東
京
都
と
比
べ
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
計
画
の
基
本
目
標

は
、
以
下
の
３
点
で
す
。

○
基
本
目
標
１

「生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
る
健

康
状
態
の
向
上
」

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
健
康
の

基
本
要
素
「
栄
養
・
食
生
活
」
、

「
身
体
活
動
・
運
動
」
、
「
喫

煙
」
、
「
飲
酒
」
、
「
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
」
、
「
歯
・
口

腔
の
健
康
」
な
ど
の
生
活
習
慣

の
改
善
、
生
活
習
慣
病
の
「
早

期
発
見
・
重
症
化
予
防
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
基
本
目
標
２

「総
合
的
な
が
ん
対
策
の
推
進
」

荒
川
区
民
の
死
因
第
1
位
は

「
が
ん
」
で
、
荒
川
区
民
の
早

世
（
40
〜
64
歳
死
亡
）
原
因
も

第
1
位
で
す
。
そ
の
た
め
、
が

ん
発
病
予
防
や
検
診
で
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
、
が
ん
へ
の

理
解
・
共
生
推
進
の
取
組
が
重

要
で
す
。

○
基
本
目
標
３

「社
会
環
境
の
質
の
向
上
」

本
人
が
無
理
な
く
健
康
的
な

行
動
を
と
れ
る
環
境
だ
け
で
な

く
、
区
民
一
人
ひ
と
り
の
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
（
健
康
や
医
療

に
関
す
る
情
報
を
探
し
、
理
解

し
、

活
用
す
る
力
）
を
向
上

さ
せ
る
環
境
を
整
備
、
健
康
に

関
心
が
薄
い
層
を
含
む
全
て
の

区
民
が
、
健
康
状
態
が
良
い
と

感
じ
ら
れ
る
社
会
環
境
を
実
現

し
ま
す
。

特
に
「
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
、
重
症
化
予
防
」
は
大
事

な
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
不
適
切
な

食
事
・
運
動
不
足
・
喫
煙
・
飲

酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
原
因
と

な
る
疾
患
の
総
称
で
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、
脳
血

管
障
害
や
心
疾
患
、
が
ん
な
ど

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
同
時
に
生
活

習
慣
病
と
い
う
名
称
か
ら
「
自

己
責
任
」
と
の
偏
見
も
あ
り
ま

す
。
貧
困
や
劣
悪
な
労
働
環
境

な
ど
個
人
の
努
力
で
は
ど
う
し

日
本
が
は
じ
め
て
ア

メ
リ
カ
を
抜
い
て
Ｇ
７

最
悪
の
貧
困
国
に
な
り

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

各
州
で
は
、
労
働
組
合

の
運
動
な
ど
も
あ
っ
て

最
低
賃
金
を
大
幅
に
引

き
上
げ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
最

賃
大
幅
ア
ッ
プ
と

物
価

高
か
ら
暮
ら
し
守
る
賃

上
げ
を
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
最
低
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
な
ど
政

治
の
責
任
で
進
め
る
こ

と
が
急
が
れ
ま
す
。

来年度からの介護報酬改定を厚労省が

まとめました（下囲み）。特に訪問介護

の基本報酬引き下げは、深刻な人手不足

の改善に逆行しています。

健康寿命が厚労省と東京都の２つあって

わかりにくいという声がありました。厚労

省の健康寿命は、国民生活基礎調査で得る

データから都道府県別に算出しています。

都方式は、65歳の人が介護認定を受ける

までの間を健康と考え計算し、都内の各自

治体ごとの比較が可能になります。

荒川区の健康診断（国保

・後期高齢者医療）は毎年7

月1日～11月30日です。昨年

は猛暑もあってか、例年よ

りも後半に集中したようで

す。

他区の実施時期を調査し

てみました。6月から翌年2

～3月くらいまで行っている

区も多くありました。誕生

月に分け分散実施している

区、国保と後期高齢医療と

日程をずらして行っている

区もありました。

荒川区は２００９年から

期間を１か月延ばしました

が、出来るだけ多くの方が

健康診断を受けやすくする

ためにさらに検討が必要で

す。これまでの国民健康保

険運営協議会でも意見とし

て「土日健診の検討」が出

されていました。

期間が長引くと、いつで

も出来ると思い、結局受診

しないままになることもあ

るかも知れません。それらの課題も検討し

つつ、実施期間を広げることで医療機関の

負担が分散され、受診の機会が広がるメリッ

トもあるのではないでしょうか。

※新宿、墨田、品川、葛飾、

江戸川、豊島の各区は、国保

・後期高齢者医療を別々の期

間で実施しています。

※○内の数字は荒川区

それ以外は全都平均

目標値は荒川区


